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令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日 

独立行政法人水資源機構 
 

水資源機構の新たな４年間の中期計画が 
始まります 

 
独立行政法人水資源機構は、令和8年4月より開始する「第6期中期計画」

を策定しました。 本計画に基づき、全国７つの水資源開発水系において、24
時間365日の適切な管理による「安全で良質な水の安定供給」、洪水調節
の的確な実施による「洪水被害の防止・軽減」や大規模地震、施設の老朽
化に伴う機能低下、異常渇水等に備えた対策など危機管理能力の向上を
図っていきます。  

また、気候変動や人口減少など社会環境の変化を踏まえ、DXの推進、イ
ンフラの長寿命化、施設の高機能化のための改良に取り組んでいくとともに、
水源地域との共生、脱炭素・生物多様性など環境創造への取組、海外展開
を含む国際貢献、技術力継承と人材育成、透明性ある財務運営にも取り組
みます。  

水資源機構は、国民生活と経済にとって特に重要な「水」に携わる政策実
施機関として、引き続き社会的使命の遂行に努めてまいります。 

 
中期計画の全文はホームページでご覧いただけます。  

      
 



・的確な施設管理と総合的な水管理による、安全で良質
な水の安定した供給

・渇水対応タイムライン策定
への参画、渇水タイムライ
ンに基づいた行動による安
定した用水の供給の実施

・環境負荷の少ない社会の構
築に貢献するため、施設等
の特徴を最大限に活用した
「環境創造」に取り組む

第６期中期計画（令和８年度～令和１１年度）
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○ 全国７つの水資源開発水系における「安全で良質な水の安定供給」及び「洪水被害の防
止・軽減」等の取組を通じて安全で豊かな社会づくりに貢献する。

○ 水資源分野におけるインフラシステムの海外展開の推進及び海外展開を通じた国際貢
献に取り組む

安全で良質な水の安定した供給 洪水被害の防止・軽減

・治水機能を有するダム
等施設においては、的
確な洪水調節等の操作
を行い、洪水被害の防
止又は軽減を図る

・洪水調節機能の増強、
利水ダム等の事前放流
の実施、新技術の活用
による既設ダム機能の最大活用等により「流域治水」
の推進に取り組む

危機的状況への的確な対応

・備蓄資機材等の整備・更新、訓練
の実施などによる危機管理体制の
強化

・危機的状況の発生に際し、施設被
害の拡大防止、用水の確保及び供
給並びに施設機能の早期回復

・災害時等における地方公共団体等
への支援

・特定河川工事の代行（特定災害復
旧工事）の適切な実施

施設機能の確保と向上

・施設の特性を考慮した予防保全型
のインフラメンテナンスの着実な
実施

・新技術等の活用によるメンテナン
スの効率化・高度化等を推進

・既存施設の機能向上、有効活用に
向けた調査・分析の実施

・他機関施設の管理受託の的確な実
施

インフラシステムの海外展開に係る調査等の適切な実施

・我が国事業者の海外の水資源開発
事業への参入を促進

現地調査

協議会の開催

洪水貯留開始前
（日吉ダム）

洪水貯留時

水源施設（ダム）から水路ネットワーク
を一体的・広域手に管理・運用
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安全で良質な水の安定した供給・ ダム及び用水路等の建設業務を着実に推進し、計画に沿った整備を行う
・ 新技術の活用や工法の工夫、生産性の向上等によりコスト縮減等を図りつつ、計画的かつ的確な実施を図る
・ 既設ダムの有効活用に向けた取組の推進（ダム再生の取組）
・ 特定河川工事（特定改築等工事）の代行を適切に実施

計画的で的確な施設の整備

○第6期中期目標期間中に完了させる事業
➣ 思川開発事業：R8年度概成、R10年度事業完了
➣ 早明浦ダム再生事業：R10年度事業完了
➣ 寺内ダム再生事業：R11年度事業完了
➣ 成田用水施設改築事業：R10年度事業完了

○第6期中期目標期間以降も継続する事業
➣ 木曽川水系連絡導水路事業(R18)
➣ 筑後川水系ダム群連携事業(R19)
➣ 旧吉野川河口堰等大規模地震対策事業(R13)
➣ 利根川河口堰大規模地震対策事業(R20)
➣ 群馬用水施設改築事業(R12)
➣ 木曽川用水濃尾第二施設改築事業(R18)
➣ 豊川用水二期事業(R17)
➣ 筑後川下流用水総合対策事業(R19)
➣ 福岡導水施設地震対策事業(R14)
※（ ）は事業完了予定年度
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・ 業務プロセスの見直し等を図ると
ともに、情報基盤を整備し、生産
性向上に取り組む

・ 施設管理等の遠隔化、自動化、情
報の集約化等を推進し、業務の効
率化・高度化を図る

DXの推進 技術力の継承・発展

・ 大学や研究機関、民間企業等と
の連携による先進的技術の積極的
な採り入れ

・ 管理・建設技術の省力化・高度
化、施設の長寿命化等の技術・開
発を目的とした「技術4ヵ年計
画」の策定と推進

広報・内部統制等

・ 幅広い世代の国民の理解と関心を
を深められる広報や人材確保につ
ながるよう広報と採用の一体的な
取り組みの実施

・リスク管理、ハラスメント対策、
情報セキュ
リティ対策
の推進

思川開発

大学教員
による技
術勉強会

広報マインド向上
の取組
（「打ち水大作戦」
家元による講演）

成田用水施設改築


